
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

出資
法人

○ ～ 5年

○ ～ 5年

○ ～ 4年 540,213,610公益財団法人やまなし文化学習協会 H31.4.1 R5.3.31

　県民に男女共同参画に関する学習の機会と交流の場を提供し、もって男
女共同参画の推進に資することを目的とする。

平成8年4月1日

山梨県立男女共同参画推進センター設置及び管理条例

設 置 目 的

所 在 地 南巨摩郡南部町内船9353-2

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

山梨県立男女共同参画推進センター（総合）
山梨県立男女共同参画推進センター（富士）

山梨県立男女共同参画推進センター（峡南）

男女共同参画・共生社会推進統括官

公益財団法人やまなし文化学習協会

施 設 名

所 管 課

指定管理者

642,859,000

661,033,000H31.3.31

公益財団法人やまなし文化学習協会
（Ｈ24.3.31までは財団法人）

公益財団法人やまなし文化学習協会 H26.4.1

H26.3.31H21.4.1

導入年度 平成２１年度

指定期間
委託料総額
（単位：円）

指定管理者名

１　指定管理者の推移

（１）利用の承認に関する業務
（2）施設及び設備器具の維持保全に関する業務
（3）男女共同参画に関する学習機会と交流の場の提供に関する業務

〇敷地面積　1,555.38㎡
〇建築面積　639.36㎡
〇延床免責　1,099.90㎡
〇建物の構造　鉄筋コンクリート造り、地上2階建て
〇施設の内容
・1階　団体連絡室(定員：30人）、調理実習室(定員：36人）、相談室、交流
コーナー、託児室、休憩室、事務室
・2階　研修室（1）（2）(定員：200人）、視聴覚・音楽室(定員：40人）、茶華道
室（1）（2）(定員：20人）、工芸・美術室（定員：30人）、図書コーナー

２　施設の概要

主 な 業 務 の 内 容

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和３年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和３年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和３年度）

４　利用状況、利用者満足度の状況

　施設及び設備器具の維持保全にあたり、基本協定書、事業計画等に基づき、専門業者による法定点検及
び職員による日々の定期点検を実施し、結果については定期報告書を県に提出し確認を受けている。
　利用者の要望要望や館内点検の結果により、施設・設備の不具合が見つかった箇所については、速やか
に修繕を実施するとともに、大規模修繕が必要な案件については県に報告した。
　新型コロナウィルスの感染拡大の中、利用者数の確保に向け、オンライン講座の開催や業界ガイドラインに
沿った運営など、多くの方に参加いただけるよう工夫した取り組みを行ったことにより、利用実績は前年度比
96.2%となったものの、閉館や定員の削減などの利用制限、事業の中止などの措置を講じたことにより、目標
値13,000人に対して、36.3%であった。

平成29年度

収支差額 336,033 800,358

22,083,14022,811,814 23,291,374

21,793,027

21,802,684

22,725,686

21,456,994

収入合計

支出合計

22,883,498

平成29年度

23,802,701

△ 86,128 511,327

21,927,310

備考令和３年度令和２年度令和元年度

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

13,077人

備考

入館者数と
事業参加者数の合計

「満足」又は「どちらかと
いえば満足」の合計

　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

4,901人 4,719人12,048人

◎

12,360人

◎◎◎◎

令和元年度平成30年度 令和３年度令和２年度

　新型コロナウィルスの感染拡大の中、オンライン講座の開催など、多くの方に参加してもらえるよう工夫した
取り組みを行ったほか、SNSを活用をし、想定する利用者に適切に広報したことにより、利用実績は３館合計
で前年度比117.1%となっている。
　事業実施に際しては、企画段階で県の担当職員を交えた企画会議で協議を行う体制とし、センター事業と
県事業とが連携することで相乗効果を高めるように取り組んだ。事業の実施後には、アンケート結果等を基
に、PDCAサイクルによる効果検証を実施した。また、企画事業についてはオンライン配信等を積極的にPR
することや、SNS等を活用し、これまであまり参加してこなかった利用者等へのアプローチを行い、事業参加
者（オンライン受講含む）の獲得に努めた。

　施設の維持管理業務については、業務計画書等に基づき、概ね適正に執行されている。
　新型コロナウイルス感染症により施設利用者が依然として少ない状況を踏まえ、オンライン配信の積極的
な活用や、ＳＮＳ等を活用した新たな利用者層の獲得に努めるように要請。また、定員充足率の低い事業に
ついては、より効果的な事業とするため、内容、配信方法の見直しを要請。
　企画事業については、先進地の視察研修や各地区の男女センターの情報を元に県民ニーズの高い事業
を実施しており、国助成事業を活用し、男女共同参画推進委員と連携した事業を実施するなど、積極的に
事業を行っている。ただし、一部事業で参加者の少ないものや、効果が限定的であるものが散見されたた
め、令和４年度事業の見直しを行い、事業の実施にあたっては、事前に県と協議するとともに、一つ一つの
事業について効果の検証を行うように要請した。

平成30年度

124,626

　　　　　年度
項目
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

山梨県立男女共同参画推進センター（峡南）

男女共同参画・共生社会推進統括官

公益財団法人やまなし文化学習協会

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和３年度） （単位：円）

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和３年度） （単位：円）

38,500消防設備改修工事

17,050

選定方法 収入割合 収入額 仕入（支出）額

（内入場者数）

13,000

利
用
者
数

利
用
率

年間の午前・午後・夜間の貸館回数／
｛3（午前・午後・夜間）×開館日数}

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

実績／目標割合

対前年度実績概ね３％増
指定管理者指定申請書

に基づく

36.3%

32,230

5.1%

2,690

（内事業参加者数）

5.3% 5.0%

目標値の設定方法

台数

利 用 者 数 合 計

目 標 値 13,460

1,808

非常用照明バッテリー取替工事

ポテンショメーター

稼働率等（利用率） 4.9%7.0%

13,077

83.3%

15,700

95.1%

12,360

令和３年度

4,901

平成30年度

89.5%

4,396 4,560

37.7%

8,022 7,652 7,800

4,719

5,055

13,000

平成29年度 令和２年度

12,048

2,029

3,093

13,000

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件20万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

名 称 ・ 施 設
内 容 等

（１）南部町総合会館
（２）南部町文化ホール

施 設 名

指定管理者

所 管 課

令和元年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

172,816

1,071,100
290,284 327,159

3,214,430

9,787

3,336,768
21,500

1,331,013

旅費交通費
食糧費

設備管理業務
保守点検業務

824,628 562,400
547,832

3,417,392

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

C 収入額計 5,00080,000
D 支出額計 5,000

21,802,684
13,471,583

562,330

78,100

雑費

259,958

73,223
3,800

171,446

1,350,7341,261,034

281,102

賃金

25,020

13,700

403,980

11,250 5,250

清掃業務

924,000
負担金支出

106,359
6,033

2,108,160 1,951,400

20,576

113,200 86,706 51,440
65,400 51,00082,000

収 支 差 額 （ C - D ）

光熱水費

313,750

1,431,152
消耗品費

515,368
印刷製本費

312,985

備品購入費
保険料
公租公課費
通信運搬費

24,200

1,092,542

4,000

賃借料
545,683

92,440

184,326

174,829
403,447

82,860

198,277

160,332

修繕費
12,107,867人件費

914,436

22,883,498

2,090
38,022

22,647,996
195,480

23,802,701

23,591,76122,505,926
219,260 210,940

21,445,754
163,970

500

22,725,686 21,793,027

収
　
入

その他収入

指定管理委託料
追加委託料（感染症）

21,927,310
326,750

1,490

施設利用料
21,599,070

22,811,814

2,000

577,980
13,891,693
22,083,140

87,780
12,740,697

323,125

23,291,374
13,841,743

21,456,994

208,615

令和２年度 令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度

212,966

378,808

66,770

112,852

191,493

442,775

171,810

437,382
253,139
341,083

82,860

280,500

14,872

903,000

支払手数料

報償費

2,490,180

318,656

15.0% 15.9%14.6% 13.1%

21,500

外部委託比率

一人当たり指定管理者委託料＊

県への納付金

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ）

支
　
出

2,228,050
646,712

△ 86,128 511,327 336,033124,626

1,651.7 4,799.3

△ 30,852 △ 33,200 △ 21,306 △ 440 0

205,831

3,061,632

814,000 554,000

800,358

1,868.0 1,908.7 4,375.8

182,831

3,260,088

14.6%

743,500
2,108,160

824,628
327,300

649,000

242,880

燃料費 79,017 92,737 89,754 49,845 87,021

Ｂ 支出額計

1,733,360 1,526,524

293,778

491,488
1,145,644 1,244,468

181,213
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

６　利用者満足度

施設・設備の整備状態

サービスの内容

実施方法等

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

74.9% 24.6% 0.5%

満足

9.3%

16.2%

21.9% 1.4%

89.6% 1.1%

83.0%

【施設・設備】
・センターがなくなることは、大変残念です。新しい館の設備が心配です。また、館を
利用する人が高齢なので県の南端だと利用が出来ない。
・閉館については、残念です。利用場所については、今後心配です。

【企画事業】
・とてもわかりやすく起業に対してイメージが湧いてきました。ありがとうございました。
(女性のためのキャリアアップ講座）
・親子で楽しい時間を過ごせました。(パパと作るスイーツ教室）

76.7%

83.8%

利用者の
主な意見

17.0%

施設設備の充実度

事業

利用者の意見
への対応

【施設・設備】
・閉館について残念だという意見が多くありました。また、新拠点についての説明等
が行われていないなか、心配の声もありました。今後は、新拠点のアピールや今後も
利用者目線で館の運営を行っていく。

【企画事業】
・女性活躍のお手伝いは今後も引き続き行っていく。
・アンケート調査を今後も実施し、更なる改善に努めていきます。

施設全般の満足度

実施時期：令和3年4月～令和4年3月
実施方法：施設利用者へのアンケート
回答数662人(利用者アンケート：211人、事業アンケート：451人）
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

７　評価結果

項目

　業務仕様書・業務計画書に基づき、施設の
維持監理業務が適切に実施されている。利用
者の安全性を考慮してマニュアルを見直すな
ど、現状に甘んじず改善を行っている。
　引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策等に注意し、利用者の安心して使える
施設環境を整えるように努めていただきたい。

維持管理
業　　　務

　新型コロナウィルスの感染拡大の中、オンラ
イン講座の開催など、なるべく多くの方に参加
してもらえるよう工夫した取り組みを行ったほ
か、SNSを活用をし、想定する利用者に適切
に広報したことにより、利用実績は前年度比で
増となっている。
　企画事業については、国助成事業を活用
し、男女共同参画推進員と連携した事業を実
施するなど、積極的に事業を行っているが、
事業効果が限定的なものが散見された。
　そのため、令和４年度の当初予算編成の中
で、委託の企画事業については事業効果が
測定できないものなどについて事業の見直し
を行った。令和4年度事業は男女共同参画に
資するものとして委託継続となっているが、一
つ一つの事業について効果の検証を行い、
事業の実施にあたっては、事前に県と協議の
うえ実施すること。

施設所管課の評価

　設置及び管理条例、施設利用及び利
用料金に関する事務取扱要綱、業務計
画書に基づき適正に業務を執行した。
　企画事業については、女性団体等と連
携して、3館を拠点とした双方向でのオン
ライン講座の開催や、各市町村男女共同
参画推進委員会と連携して、「男女共同
参画の視点による防災」をテーマとした実
践講座の開催など、民間団体等と連携し
た事業を積極的に行った。
　また、Zoomを利用した講座を積極的に
導入し、学習機会の拡大を図った。
　さらに、職員の働き方改革を推進するた
めの就業規則の改訂やハラスメント規定
の整備等を行うとともに、法律の改訂に合
わせて、個人情報保護要綱の見直しを
行った。

運営業務

　法令、業務計画に基づき、施設の適正
な管理・運営に努めた。利用者からの要
望や館内点検により設備等の不具合が
判明した際は、優先順位を定めて速やか
に修繕を実施するとともに、大規模修繕
が必要な案件については、県に報告し
た。
　利用者の安全・安心をより適切に確保
するため、「利用者の安全管理マニュア
ル」を見直すとともに、これらに基づく職
員研修や大規模災害を想定した防災訓
練、消防訓練を実施した。また、施設内
の避難誘導路の点検を実施した。
　新型コロナウィルスの感染拡大に対して
は、県の基準に沿って、ガイドラインを柔
軟に見直すとともに、研修室の机にアクリ
ル板を設置するなど、利用者が安心して
利用できる環境を整えた。

指定管理者の自己評価
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）
　利用者数の確保に向け、毎月の実績や
アンケート結果を基に要因分析を行うとと
もに、先進地の視察研修や各地区の男
女センターの情報を基に、県民の関心高
い「政治分野の女性参画」や「LGBT」「生
理の貧困」などをテーマとした講座を開催
した。
　新型コロナウィルスの感染拡大の中、オ
ンライン講座の開催など、なるべく多くの
方に参加いただけるよう工夫した取り組
みを行ったほか、SNSを活用し、想定する
利用者に適切に広報したが、利用実績
は前年度比96.3%に留まった。
　また、新型コロナウィルスの状況や新た
な知見などを鑑みて、施設の定員削減を
緩和するとともに、これまで利用を制限し
ていた社交ダンスや合唱、吹奏楽等につ
いても、業界ガイドラインを参考とし、利用
の緩和を図ったことも、利用者数の増加
につながった。

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、自
主事業の実施が減ったことはやむを得ない
が、来場者への男女共同参画の意識啓発の
意味合いもあり、センターに来場するきっかけ
となる事業でもあるため、コロナ渦でも可能な
事業の企画・実施に努めていただきたい。た
だし、施設の設置目的に合致し、利用者の利
便性向上に資することを目的として行うもので
あること。

利用状況

収支状況

　新型コロナウイルス感染拡大により行った閉
館措置等により収入が減少したのはやむを得
ないもの。
　80万円の黒字については、男女共同参画推
進に資する方法での解消に努めていただきた
い。

利用者
満足度

　例年、地域の男女共同参画拠点である
施設を多くの県民が認知し、親しみをもっ
ていただくことを目的として開催している
が、事業の性格上、新型コロナウィルス感
染拡大が危惧されるため、延期や中止な
どについて考えたが、参加者からの希望
もあり、参加者の安心・安全を考えながら
開催した。

　施設全般の満足度で100%、事業の満
足度で、99％近くの利用者から「満足」
「どちらかと言えば満足」との評価をいた
だいた。
　一層のサービスの向上を図っていくた
め、利用者の声を大切にしながら今後も
満足度の維持・向上に努めていく。

　先進地の視察研修をや各地区の男女セン
ターの情報を元に県民ニーズの高い事業を
実施している。また、3館同時配信を行うなど、
より多くの人達に伝える工夫を行っている。
　新型コロナウイルス感染拡大により、来館者
が少ないのはやむを得ないが、ソフト事業に
ついてはオンライン配信等を積極的にPRする
ことや、SNS等を活用し、これまであまり参加し
てこなかった新たな利用者層へのアプローチ
を行い、事業参加者（オンライン受講含む）の
獲得に努めること。

　利用者満足度はいずれの項目も高い評価を
得ている。企画の発想がマンネリ化しないよう
に、民間企業や他県施設等のイベントなども
参考にするほか、新たな利用者層獲得のた
め、柔軟・斬新な発想による企画にもチャレン
ジしてもらいたい。
　また、利用者満足度の追求に終始すること
がないよう、男女共同参画に資する事業であ
ることという本来の目的を忘れずに企画立案
を行うこと。

　新型コロナウィルスの感染拡大により
行った約1か月間の閉館措置が影響した
ものの、施設利用料金収入は前年度比
119.2％と増加した。
　支出については、光熱水費は、施設利
用の増加に伴い、電気、水道、ガスの使
用量が増加した。
　例年と比して修繕費が抑えられたことも
あり、収支の差額として、80万円余が黒字
となったが、令和4年度中に計画的に解
消していく。

自主事業
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８　施設所管課による定期評価結果

（３館共通事業）
　センター利用者は高齢層が多いため、
若い世代の施設の利用促進を図る目的
で、ツイッター・インスタグラムによる広報
活動を実施。
　R2年度のフォロワー増加数実績75人の
10%増である83人増を目標に設定
　積極的な広報を行った結果、R3フォロ
ワー増加数は121人増となり、目標値を上
回る結果となった。

　広報内容については、講座情報に留まら
ず、社会的に関心を集める男女共同参画情
報や地域で活躍する女性、他県男女センター
等の情報も発信し、情報の有益性向上を図
る。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容

施設の利用
促進業務

普及啓発
（女性の活
躍支援）

女性の管理
職養成セミ

ナー

（３館共通事業）
　女性の活躍支援を図るため、女性の管
理職養成セミナーを実施。
　定員充足率90%と、高い充足率を目標と
したが、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により、定員充足率58.3%と、実績
が目標を下回る結果となった。

　実績が目標値を下回った要因として、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響による参加者
数の減の他、毎年度同内容の事業を実施して
いることによるマンネリ感があることも考えられ
る。
　より効果的な事業とするため、内容、配信の
方法、実施時期等を見直し、R4年度からは県
直営の事業としても実施する。

相談対応業
務（配偶者
暴力相談支
援センター）

（３館共通事業）
　DV被害者の相談窓口として、相談業務
を実施。R2年度相談受付件数344件の
10%増である379件を目標に設定。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の
影響によりDV相談件数が一時的に増加
していたこともあり、R3実績は319件と目
標を下回る結果となった。

　DV相談が必要な人に相談窓口の存在が認
知されるように、様々な媒体を活用して周知を
図る。
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９　管理体制（組織図）

令和３年４月１日現在

1 人

1 人

1 人

1 人

3 人

2 人

13 人

22 人

（峡南） （総合）

推進幹

年度任用職員

合計

年度任用職員 4 年度任用職員

副館長 1

（富士）

事務局長 1 館長 1

副館長

推進幹

リーダー

一般職員

1

年度任用職員 4 年度任用職員 3 一般職員 1 一般職員 1

1 リーダー 1 リーダー 1 リーダー

2

館長

事務局長
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